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脳 に存 在する高分子量ア クチ ン 結合性蛋白質の精製

お よび ア ク チ ン と の 相互作用
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Purific且tion　 of 　 a　 braln 　high 　 molecular 　 weight

ac 亡in−binding　prDtein　and 　interaction　with 　actin
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　ブタ 脳 か ら粗 ア ク ト ミ オ シ ソ 分画中に 多量 の 高分

子 量 ア ク チ ソ 結合性蛋白質 （BABP ） が 含 まれ て い

た （モ ル 比 で ，BABP ／ア ク チ ソ ＝O・22）。 こ の 分 画

か ら，BABP と ア ク チ ソ は ア ク チ ン 脱重 合液 に よ り ，

モ ル 比 tc変化な く可溶化 さ れた 。 こ の 事 実 は BABP

と脳 ア ク チ ソ の 相 互 作用 を強 く示唆 した 。 こ の 粗 ア

ク ト ミ オ シ ソ 分 画 よ り BABP を 純 度 90％ま で 精製

す る こ とが で きた ．精製 BABP を負染 色 法 に よ り

電 子顕微鏡 で 観察し た と こ ろ，継長 く，柔軟で ，2

本鎖 よ りな る長 さ約 20   nm の 分子 が 主 に 観察 さ れ

た 。こ の 溝造 は ，今ま で ｝こ 報告 され て い る 高分子量

ア ク チ ソ 結 合牲蛋白質 と 類似 し て い た 。ま た ．高濃

度 の BABP 溶液中に 時 お り．　 BABP 分子よ り構築

さ れ て い る と 思 わ れ る カ ゴ 状の 構造 が 観察され た。

ア ク チ ソ 線維に BABP を加 え る と．枝分 か れ の あ

る ア ク チ ン パ ソ ドル が形成 され た 。 高倍率 の 電 子 顕

微鏡観察 に よ り． BABP 　1 分 子が ア ク チ ソ 線維を

架橋し て い る と思 わ れ る像 が得 られ た。こ の こ と よ

り，BABP 　1 分子 が 2 つ の ア ク チ ン 結合部位 を 持 つ

こ と が 示唆 され，BABP が 2 価 で あ る こ と が ア ク チ

ン バ ン ドル 形成 の 直接原因 で あ る と考え ら れ た。
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調節蛋 白質の解栃と．17K蛋 白質の精製
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　ウ ニ 卵細胞質中 の ア ク チ ン は ，そ の 約半数 が 重 合

しな い 状態 で存在し て い る 事 が 知 られ て い る 。 我 々

は ， ム ラ サ キ ウ ニ 卵可溶 性 画 分中 に 含 まれ る G 一ア

ク チ ソ 結合蛋白質種 を ，DNasc 　I　 affin 至ty　celumn

を 用 い て 調 べ た 。 そ の 結果，2mM 　Cat＋

存在下 で

DNase 　I に 吸着 し，5mM 　EGTA ，1MKCI で そ

れ ぞれ 溶 出 さ れ る 2 つ の グル ープの 蛋 白質種 が 存在

す る事 が 明 らか に な っ た 。前者 に は ，主 に 5 種類 の

蛋 白質 が 含 ま れ ．そ の うち の 1 つ は ．カ ル モ ジ ュ リ

γ の 性質を 示す。ま た ，後者 vqt ，主 に 4 種類 の 蛋

白質 が 含 まれ る。そ の 内，分 子量 48．000の 成 分 と

ア ク チ ソ の 2 成分 は ，パ フ ソ ウ ニ 卵細胞よ り精製 さ

れ た 45K 蛋白質 ・ア ク チ ソ 複合体 と 同 様 に ，所 謂

capping 　protein と し て の 性質を 示す もの と思 わ れ

る 。今 回は さ ら に ，その 内 の 分 子 量 　17 ，　oeo の 成分 を

縞製 し、そ の 性質を調 べ た。

　 17K 蛋白質は ，ウ サ ギ 骨格筋 の ア ク チ ソ の 重合 を

阻 害す る と共に ， F 一
ア ク チ ン を急速 に 脱 重 合 さ せ

る。17K 蛋白質を G 一
ア ク チ ソ に 作用 させ ．塩 を 加

えて 重合を 開始 させ る と，重合 の 初期 速度 は 抑鋼 し

な い が ．最終的な 重合 の 程度 を抑制す る 。 断片化 し

た F 一ア ク チ ソ を 加 え て も重合阻害の 解除 は み られ

な い 。一
方，F 一ア ク チ ソ 溶液 に 17K 蛋白質を作用

させ る と急速 に 溶液 の 粘度 が 下 が り，ま た 溶液 の G 一

ア ク チ ソ 濃度が上昇す る 。
い ずれ の 場合 で も．最終

的 な ア ク チ ソ 重合 の 程 度 は ．厳密 に ，ア ク チ ン と17

K 蛋白質 の モ ル 比 に よ る 。 ま た．17K 蛋 白質は ，G 一

ア ク チ ン に 化学量論的 ¢ 作用 す る事 が 明 らか に な っ

た 。以 上 の 性質は ． ヒ トデ卵 よ り精 製 され た 分子量

17，000 の デパ ク チ ン と類似 し て お り，我 々 は 両者 が

同 じ もの で は な い か と現在考 え て い る 。
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